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テ レ ビ会議 シス テ ム を用い た遠隔公開講座の検討 （2）

加藤 直樹
＊ 1

〔概 要〕テ レ ビ会議 シス テ ム を用い た遠隔公開講座 を実施 し， 講座 受講者の 意識 を調査する こ と

で 今後の 遠隔授 業の 実施方法につ い て検討 した 。 主会場に い る講師は ， 同 じ主会場 とテ レ ビ会議

を通 した遠隔会場 の 2 会場を同時 に指導 した
。 意識調査結 果か らは，テ レ ビ会議 シス テ ム を用 い

た遠隔授業は実用範囲にあ り， 遠隔会場にお ける受講機会の 拡大 を受講者等は多い に歓迎 し， 今

後の 受講機会の さらな る拡大 を期待 して い る こ とが 明 らか とな っ た 。 また
，

テ レ ビ会議 シ ス テ ム

に よ り伝送 され る情報 と して ， 映像情報は
一
体感の 向上 に ， 音 声情報は内容 理解 に重 要な情報 で

あるこ とが 指摘 された 。

〔キ
ー ワー ド〕遠隔教育 ， 公 開講座 ，テ レ ビ会議 シス テ ム

， 通信ネッ トワ
ー ク

1 ．　は じめに

　情報通信 手段 を用 い た遠隔教育は
， 国 内外

で の 実用化が 進め られ て お り， 大学の 地域 へ

の 開放手段 と して の 適用が 可 能 と な っ て きて

い る 。 また ， 1998 年に は 『遠隔授業』の 大学

設置基準が 改正 され ， 制度的位 置付 けや実施

上 の 留意事項 につ い て 示 され た 。

　こ の よ うな状況に おい て ， 教員養成系大学

にお い て は
， 情報通信 手段の 活用 に よる 現職

教員の リ カ レ ン ト教育 に つ い て の 検討が必要

とな っ て い る 。

　そ こ で
， 今回 ， 岐阜大 学教育学部で 1995

年 よ り開催 して い る免許 法認定公 開講座 をテ

レ ビ会議 シ ス テ ム に よ り遠隔公 開講 座 と して

開催 し
， 受講者で あ る教 員等の 意識 を調査す

る こ とで
， 今後の 遠 隔教育の 方法に 関する基

礎資料を得る こ とが で きたの で 報告する 。

2． 遠隔公開講座と調査

　 テ レ ビ会議 シ ス テ ム （INS64 ）を利用 した

遠隔公開講座 を ，
1997 年 9 月〜 12 月の 計9

日間で 実施 し， 岐阜大学会場 を主会場 と して
，

県内の 最 も遠 方地区 で ある飛騨地 区に 遠隔会

場 を設置 した。

　今回 は
， 岐阜大学会場 に い る講師が ， 岐阜

大学の 対 面受講者 と高 山の 遠隔受講者を同時

に指導する 形態 と した 。 遠 隔講義 は
， 表 1 に

示す 3 タ イプで 各科目を実施 した 。

表 1 遠隔講義の タイ プ

科 目　　 主な特徴 主な講義方法

（1 ） 提示重視
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

提示資料 を多様　　　　　　 、

テ キ ス ト配布 （テ キ ス ト中か

ら提示資料 を抜粋）　　　　　
1

全体討議，グル ープ討議

受講者の 代表発表

指名，質問等に よ る発言　　　　　　　　　　　 一一

（皿） 討議重視

　　　　　　　 一一一
グ ル ープ討議を多用

討議結果を会場毎 に発表　　　i
テ キ ス ト配布　　　 1
ビデ オ資料の 活用　　　　　　1
指名，質問等に よる発言

（皿） 説明重 視 講義主体 の 授業構成

隷 黷 鯑 示 」
　調査は

， 線結び 式内容分析 に よ る 評価 ， 受

講者意識の 調査 ，
お よび 自由記述 に よ りの べ

受講者 306 人 に対 して 実施 した 。

3 ． 調査結果

　自由記述 に よ る調査結果 を表2 に示す 。
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表 2 意見カテ ゴ リーの分布

高山 岐阜
カ テ ゴ リ

ー

度 数 ％ 度数 ％

好意 ・歓迎 ・

　　賞賛
1423 ．05637 ．6

学習機会拡大

　 を歓迎
4065 ．64127 ．5

シス テ ム の 有

　　効性
4 6．6 22 14，8

講義方法の 工

　　 夫
3 4．9 5 3．4

シ ス テ ム の 改

　　善点
1931 ．15838 ．9

操作法の 改善

　　 点
6 9．8 12 8ユ

講義方法 の 改

　　善点
1219 ．73120 ．8

　全 体的 に は
， 遠隔授 業 を肯定的に捉 えて お

り， 高山会場 で は 「学習機会が 拡大 され る こ

とを歓迎 す る記述」 が 多数 を占め た
。 改 善点

で は 画像 や 音声 に 関す る記 述が多 く見 られ る

が我慢 で きな い 程 で は な く， 慣れ に よ る抵抗

感 の 軽減 も指摘 された 。 講義方法で は ， 会場

闘の 交流機会 の 拡大 を望 む指摘が み られ た 。

　線結 び式内容分析 に よ る結果で は
， 映像情

報は
， 講義内容の 理解 よ りも情緒面で の

一
体

4．o

3．5

a  一

2．5 　
　 …
2，0

感の 確保 に有効で あ り， さ ら に
一

体感 を増す

為に は発言機会 を確保す る こ とが 重要 とな る

こ とが 指摘 され た 。 また
， 講義内容 の理 解 に

は 説明等の 音声情報 ， テ キス トが 重視 され る

傾 向に あっ た 。

　会場 間 の 受講者意識は
， 総 じて 遠隔会場 で

ある高山会場で 高 くなる傾 向に あ り， 総合的

に は本テ レ ビ会議 シ ス テ ム に よ る遠隔講義が

実用化可能で ある と考 えられ る 。 講義 タ イ プ

別の 意識 調査か らは ， 討議 重視型 で 会場 間の

意識の 差が小 さくな っ て い た 。

4 。 お わ りに

　INS64 を用い た テ レ ビ会議 シ ス テ ム を用 い

た遠 隔授業 は
， 調査結果か ら実用 的 レ ベ ル に

あ る と考 えられ る 。 また ， 講義内容 の 理 解 に

は音声 ・テ キ ス トが 重 要で あ り， テ キ ス トが

必須で あろ う。 さ らに ， 講義方法 にお い て は

討議や 発言機会 を重視 す る 必要が ある こ と な

どが 明 らか とな ！｝．今後の 遠 隔講義実施 に 関

す る基礎的資料 を得る こ とがで きた 。

　今後 ， 多地 点 に よる遠隔講義方法に つ い て

検討する計画で あ る 。
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